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市川三郷町国土強靭化地域計画（案）に対する意見
	氏名又は名称
	笠井辰生

	住所又は所在地
	岩間１４０５－１

	電話番号
	０９０－８８０１－３７５７

	ご意見記入欄

	【該当箇所】
計画の名称表記について
	【意見内容】
山梨県の計画、内閣府のサイト、基本法では全て「強靱」の表記でした。「靭」ではなく「靱」を用いられたほうが良いと思われます。文書中227カ所が該当します。

	ｐ－１「１ 策定の趣旨」の最後の一文
	県では昨年度令和２年３月に「山梨県強靱化計画【改訂版】」を出されているようです。文中、こちらにも触れられては如何でしょうか。

	ｐ－５「１ 本町の特性」
	主に想定される災害について、発災時にポイントとなるインフラについて、住民構成・昼夜間人口比等についても触れられてはいかがでしょうか。
例えば、

＜土砂災害の危険性＞
地盤がもろく、（急傾斜地の崩壊、土石流、地滑りなどの）土砂災害警戒区域が広範囲にあること。

＜河川氾濫の危険性＞
富士川（笛吹川）本流に流れ込む支流の多くは急勾配で、長年の土砂の堆積により河床が高く、天井川もある。本流の河床も高く急流であるため、バックウォーター現象による氾濫の危険が常にあること。

＜交通網（道路）＞
中央市・南アルプス市へは国道140号で接続。富士川町へは県道4号、身延町へは県道9号で接続。県庁へは必ず笛吹川を渡る必要があること。
併せて中部横断道により富士川町経由で中央自動車道へ、身延町経由で新東名自動車道へ（令和3年度以降)接続すること。

＜交通網（鉄道）＞
JR身延線が南北に走り、町内に7駅があること。

＜医療＞
地域の医療拠点として峡南医療センターの市川三郷病院が町内に、富士川病院が富士川対岸の富士川町にあること。
ほかに民間や国保の内科医院が〇箇所、外科医院が〇箇所にあること。

＜消防＞
峡南消防本部が町内にあり、消防車〇台、救急車〇台を備えること。
消防団には372名の団員がおり、平日昼間の町内在住率は〇％であって、消防団OB組織が〇地区に全〇名で組織されていること。

＜高齢化＞
令和２年度に高齢化率は37％を超え、全国平均を10％近く上回っていること。高齢者世帯が〇件、独居高齢者が〇人いること。

＜就業先、通学先＞
町内には市川・青洲高等学校があり、町外からJR身延線で通学している生徒の多いこと。
町の昼夜間人口比率は〇で、町民の勤務先は町外が〇いこと。

＜食料・薬＞
町内に食料スーパーが〇軒、食料品店は〇軒あり、薬局チェーン店が〇軒、薬局は〇軒あること。

＜上下水道＞
簡易水道の世帯割合は〇％であること。
公共下水道の割合は〇％、浄化槽設置は〇％、汲み取り式トイレは〇％あること。

などです。発災への備えを考えるための基本情報になると思います。

	1-1-1 住民参加型の地震防災訓練の実施
	発災時一次避難における危険回避と安否確認をより実践的に行うために、防災マップの作成を KPIに盛り込まれては如何でしょうか。

各区にて、防災マップを作成し更新すること。（危険個所を住民各自が自覚し、危険の少ない避難路を各自が考えて住民自身が作成するものなので、手書き防災マップの作成指導・推進が必要になります。）

	8-1-1 災害廃棄物の処理体制の整備
	被災時にいちばん身近で困ることがトイレだと思います。簡易トイレの使い方・自作方法、非常時の短期的な各家庭でのし尿の処理方法について、町民への周知あるいは各家庭での用意の啓発を KPIに盛り込まれては如何でしょうか。

市販の簡易トイレを各避難所に一定数配置しておくことも必要かもしれません。


意見の提出期限：令和2年11月16日(月)午後5時まで
※郵送の場合は当日必着とします。
